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Evaluation of an AR-coated DAST crystal by THz-time domain spectroscopy 
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DAST(4-N,N-dimethylamino-4'-N'-methylstilbazolium-tosylate)を始めとする有機非線形光学結晶は、

高出力かつ広帯域な THz波発生源として用いられている。ただし、化合物の溶解性や、結晶の機

械的強度、さらに光学的性質（高い屈折率やレーザー耐性など）の影響により、扱いが難しいこ

とがある。その中で、屈折率差に基づく反射損失を補うために、各種の AR コートが試みられて

いる。内田らは DAST 結晶にフッ素樹脂サイトップ TM（AGC 社製）で AR コートを行い、レー

ザーの透過度を上げることで、THz 波発生源用のコート材としてソフトマテリアルが応用可能で

あることを明らかにした[1]。 

今回、我々は、2 種類の THz 時間領域分光システムを用いて、DAST 結晶の AR コートの有無

を評価した。用いた結晶は、AR コート無しは厚さ 0.38mm、AR コート有りは、厚さ 0.16 mm, 0.17 

mm, 0.30 mm, 0.57 mmの 4種類である。Figure 1に、5つの結晶を THz波源として、通常の THz-TDS

システムで得られる時間波形を示し

た。AR コート無しに比べて、AR コー

ト有りでは厚さが同等レベルでもよ

り高出力信号が得られていることが

わかる。 

一方、サイトップによる AR コート

が有機非線形光学結晶の溶解性をど

の程度緩和させるかを確認するため、

照射側近接場 THz システム[2]の THz

波源として、AR コート有りの DAST

結晶を用い、結晶に水滴を置いて THz

測定を行った。その結果、水滴による THz波の吸収、および、水分の蒸発による THz波信号強度

増加の経時変化が観測された。当日は、THz波発生および溶解性に関する詳細を報告する。 
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Figure 1. 1種類のARコート無しと 4種類ARコート有り

の DAST 結晶を THz 波源とした THz-TDS 時間波形の比

較。 
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